
令和６年度 三重郡教育振興会 教育講演会  

演題 

『救えたはずの命から託された願い 

～いじめ、虐待、性犯罪から子どもを守る～』 

日時 令和 6年 7月 24日(水)14:00 ～ 

場所 菰野町町民センターホール 

 

 

 

 

 

 

 

講師 前福岡県警察本部少年課 警察庁指定広域技能指導官 

現在、スクールカウンセラー・公認心理師 安永 智美 先生 

プロフィール     

■経歴                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●主な著書  

・「内外教育」時事通信社・・・ 全国教育関係対象の教育冊子連載中(R1,10～) 

・「言葉ひとつで子どもは変わる! 」PHP研究 

 

講演内容紹介 
いじめ、虐待、非行は、園、学校において身近な問題となってきています。現在そのような問題

はないと思っていても実は潜んでいたり、これから降りかかってきたりすることが、どこの園・

学校でも起き得る可能性があります。安永さんがサポートセンター時代、子どもたちの健やかな

成長を願い、子どもを守る取り組みをされてきた経験から事例を挙げお話いただきます。 

「困った子は困っている子」という視点での子どもの見方。「言葉ひとつで子どもは変わる」と

いうスタンスからの子どもたちへの声のかけ方等、子どもたちを被害者にも加害者にさせないと

いう強い意志を持って子どもたちを守ってきた安永さんのお話からは、いじめ、虐待、非行問題

に限らず、子どもたちの身近にいる大人として大切にしていきたいことに気づくこともできると

思います。私たちの感覚を研ぎ澄ませていくためにも、安永さんの温かくそして熱のこもった講

演を聴いてください。 

1984年から 12年間福岡県警察官として勤務。 

1996 年に少年非行やいじめ、家庭内暴力など様々な少年問題に対応する少年育成指導官に

転身し、少年サポートセンター勤務を経て、少年健全室課長補佐として数々の少年問題に

取り組んできた。 

福岡県北九州市生まれ。子どもを犯罪の被害者にも加害者にもしないための少年相談や立ち直 

り支援、講演活動等を行っている。担当する少年少女からは、サポレンジャー（サポートセン 

ター）の「レッド隊長」の名前で親しまれ、子どもたちのよき相談者として心の声を聴き、受

け止めている。 

 

 

 

 


